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の
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評
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。
今

後
と
も
滞
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者
の
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会　計　名 歳　　　入 歳　　　出

●財政調整基金　　　　　５８億６１３０万円
●教育施設建設準備基金　１１億２５３６万円
●減債基金　　　　　　　　４億２７２４万円
●まちづくり基金　　　　２９億８９６６万円
●文化振興基金　　　　　　２億円
●ふるさとづくり基金　　　　　２１９４万円
●太陽光発電設備管理基金　　　　　１０万円
●特別会計分基金　　　　　３億８５６８万円

出資金　　３６億　８８９万円　　（前年度　　３５億３４５０万円）
貸付金　　　　　２４７９万円　　（前年度　　　　　２８６１万円）
預　金　１１０億１１２８万円　　（前年度　１０６億６０９８万円）
借　金　２０３億　４０７万円　　（前年度　３６８億　１６５万円）
借金の内訳　一般会計　２０２億９３８９万円　特別会計１０１８万円

 ※市債残高が大幅な減少となったのは、公共下水道事業が公営企業会計へ移行したことによる。
出資金　　　　  宗像地区事務組合（水道事業）、むなかた地域農業活性化機構など 10 団体に出資。
貸付金（債権）　住宅新築資金等貸付金。
預　金（基金）　市の経営を将来安定し運営するため、目的別に積み立てている。

平成 28 年度一般会計
自主財源：　８１億７５３２万円　（前年度　８０億１４７１万円）
依存財源：１３１億５５７９万円　（前年度１３３億４３１６万円）
財源の構成割合 市税等の自主財源は３８.３％（前年度３７.５％）、地方交付税や国庫支出金などの
依存財源が６１.７％（前年度６２.５％）である。
財政構造の弾力性を測定する※1経常収支比率は９３.４％（前年度９２.５％）
※１　経常収支比率…税収など経常一般財源に占める人件費や公債費などの義務的な支出の割合
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平成28年度決算認定
歳入３４６億８７６2 万円
（一般会計２１３億３１１１万円、特別会計１３３億５６５1 万円）
歳出３３６億  ８１２万円
（一般会計２０４億４６９2 万円、特別会計１３１億６１２０万円）

市の台所事情は？

平成２８年度はこのように使われた。　（一般会計）

平成２８年度各会計状況

監
査
委
員
の
意
見

一　般　会　計 213億3111万円
 77億3421万円

9億2527万円
46億8535万円

1168万円
346億8762万円

204億4692万円
 77億　 43万円

9億1812万円
45億3799万円

　467万円
336億  812万円

国民健康保険
後 期 高 齢 者
介 護 保 険
住宅新築資金

合　　　　計
差　　　　引 10億7950万円の黒字

※四捨五入のため積み上げと合計が一致しない場合があります。

特 

別 

会 

計

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農 林 水 産 業 費

商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費

2 億 1003 万円
24 億 1334 万円
85 億 9953 万円
21 億 5850 万円

　0 万円
3 億 4710 万円

1 億 8399 万円
19 億 5167 万円
7 億 1306 万円

19 億 5188 万円
1 万円

19 億 1781 万円
千円単位は四捨五入

福津市役所別館（平成28年度完成）福津市役所別館（平成28年度完成）
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（一般会計２０４億４６９2 万円、特別会計１３１億６１２０万円）

市の台所事情は？

平成２８年度はこのように使われた。　（一般会計）

平成２８年度各会計状況

監
査
委
員
の
意
見

一　般　会　計 213億3111万円
 77億3421万円

9億2527万円
46億8535万円

1168万円
346億8762万円

204億4692万円
 77億　 43万円

9億1812万円
45億3799万円

　467万円
336億  812万円

国民健康保険
後 期 高 齢 者
介 護 保 険
住宅新築資金

合　　　　計
差　　　　引 10億7950万円の黒字

※四捨五入のため積み上げと合計が一致しない場合があります。

特 

別 

会 

計

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農 林 水 産 業 費

商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費

2 億 1003 万円
24 億 1334 万円
85 億 9953 万円
21 億 5850 万円

　0 万円
3 億 4710 万円

1 億 8399 万円
19 億 5167 万円
7 億 1306 万円

19 億 5188 万円
1 万円

19 億 1781 万円
千円単位は四捨五入

福津市役所別館（平成28年度完成）福津市役所別館（平成28年度完成）
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